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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
紙等に塗布した時点で色の発色しない絵の具と、この絵の具を発色させるために後から塗
布する発色剤からなる描画材料において、先に塗布する絵の具として、ヨウ化カリウムな
どのヨウ化物、黄血ソーダなどのヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩、ジメチルグリオキシム、
サリチル酸やサリチル酸ナトリウムなどのサリチル酸塩、アウリントリカルボン酸トリア
ンモニウム塩（以下略称はアルミノン）などのアウリントリカルボン酸塩、タンニン酸ま
たはタンニン酸塩の全てまたはいずれかを適切な割合で混合したものを用い、後から塗布
する発色剤として硫酸鉄（ＩＩＩ）などの三価の鉄塩、硝酸ニッケルなどの二価のニッケ
ル塩、硝酸ビスマスなどの三価のビスマス塩の全てまたはいずれかを混合した水溶液を用
い、絵の具と発色剤の化合物の間で起こる有色錯体などの生成により各種の色を出現させ
る描画材料。
【請求項２】
［請求項１］の描画材料において、紙等に塗布した時点で色の発色しない絵の具のうち、
黄色を発色させるヨウ化カリウムなどのヨウ化物と、絵の具を発色させるために後から塗
布する発色剤としてのビスマス塩との反応による発色を補助する材料として、当該絵の具
中のヨウ化物にチオ尿素、ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウムなどのジエチルジチオ
カルバミン酸塩の両方またはいずれかを添加することを特徴とする描画材料。
【請求項３】
［請求項１］の描画材料において、紙等に塗布した時点で色の発色しない絵の具のうち、
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鉄（ＩＩＩ）塩との反応により青色を発色させる黄血ソーダなどのヘキサシアノ鉄（ＩＩ
）酸塩の、保管時の黄変を防止する補助材料として、当該絵の具中のヘキサシアノ鉄（Ｉ
Ｉ）酸塩に亜硫酸ナトリウムなどの亜硫酸塩と、ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウム
などのジエチルジチオカルバミン酸塩の両方またはいずれかを添加することを特徴とする
描画材料。
【請求項４】
［請求項１］の描画材料において、紙等に塗布した時点で色の発色しない絵の具のうち、
青色を発色させる黄血ソーダなどのヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩と鉄（ＩＩＩ）塩との反
応による発色を補助し、鉄（ＩＩＩ）塩と反応して深い青色に発色させる効果を持った４
・５－ジヒドロキシベンゼン－１・３－ジスルホン酸二ナトリウム（以下略称はタイロン
）を当該絵の具中に添加することを特徴とする描画材料。
【請求項５】
［請求項１］の描画材料において、紙等に塗布した時点で色の発色しない絵の具のうち、
二価のニッケル塩との間で錯体を形成して紅色を発色させるジメチルグリオキシムの水溶
性を確保し、発色剤との反応を確実に起こさせるための補助材料として、また三価の鉄塩
との間で化合物を形成して灰色または近黒色を発色させるタンニン酸またはタンニン酸塩
の、紙に塗布し発色させたときの発色性を良好に保つための補助材料として、炭酸カリウ
ムなどの水溶性炭酸塩または水酸化ナトリウムなどの水溶性水酸化物、炭酸カルシウムな
どの水に難溶性の炭酸塩の全てまたはいずれかを、当該絵の具中のジメチルグリオキシム
またはタンニン酸またはタンニン酸塩に添加することを特徴とする描画材料。
【請求項６】
［請求項１］の描画材料において、紙等に塗布した時点で色の発色しない絵の具を発色さ
せるために後から塗布する発色剤に、硫酸鉄（ＩＩＩ）などの三価の鉄塩の紙等に塗布後
の経時変化による茶褐色の変色を抑える効果をもったリン酸を添加することを特徴とする
描画材料。
【請求項７】
［請求項１］のの描画材料において、紙等に塗布した時点で色の発色しない絵の具を発色
させるために後から塗布する発色剤に、硝酸ビスマスなどの三価のビスマス塩から、水に
難溶性の塩基性塩が発生することを抑える働きを持った希硫酸などの無機酸を添加するこ
とを特徴とする描画材料。
【請求項８】
［請求項１］の描画材料において、紙等に塗布した時点で色の発色しない絵の具を発色さ
せるために後から塗布する発色剤の調合方法として、水に希硫酸、リン酸、硫酸鉄（ＩＩ
Ｉ）などの三価の鉄塩、硝酸ニッケルなどの二価のニッケル塩の全てまたはいずれかを溶
解させておき、グリセリンまたはグリセリン水溶液に溶解させた硝酸ビスマスなどの三価
のビスマス塩を、当該発色剤を使用する直前で混合することで、ビスマスの難溶性塩発生
を抑えることを特徴とする描画材料。
【請求項９】
［請求項１］の描画材料において、紙等に塗布した時点で色の発色しない絵の具のうち、
三価の鉄塩との間で有色錯体を形成して紅色を発色させるアルミノンの、紙に塗布し発色
させたときの発色性を良好に保つための補助材料として、炭酸水素カリウムなどの水溶性
炭酸水素塩または炭酸ナトリウムなどの水溶性炭酸塩、炭酸カルシウムなどの水に難溶性
の炭酸塩の全てまたはいずれかを、当該絵の具中のアルミノンに添加することを特徴とす
る描画材料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、絵の具や塗料の中でも陰顕インク（見えないインク）と呼ばれ、描画した
ときは発色時の色を想像することができない無色や別の色をしているが、発色剤の塗布な
どにより意図した色を顕在化させる描画材料に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　この発明は、金属塩と有色錯体などを作り呈色する化合物を利用して、金属塩などの検
出を行う分析化学の手法を背景技術としたものである。また、ｐＨにより色が変化するｐ
Ｈ指示薬を利用して水質などの分析を行う分析化学の測定手法を背景技術とするものであ
り、これらの呈色反応あるいは変色反応を応用して、描画に用いた陰顕インクを発色させ
る染料、顔料、塗料などの画材（絵の具）を背景技術分野とするものである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の陰顕インクと呼ばれる描画材料では、青または赤が発色する黄血ソーダなどのヘ
キサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩またはチオシアン酸ナトリウムと、塩化鉄（ＩＩＩ）などの三
価の鉄塩との反応を利用したものがあるが、赤の発色が褐色に近く鮮やかさに欠け、塩化
鉄を塗った跡が褐色になり、見た目がきれいでないという欠点があった。
　また、紅や黄色に発色する材料がないため、いろいろな色が作り出せないという欠点が
あり、紅や黄色に発色し、絵の具や発色剤を塗った跡が目立った変色をしないという特徴
を持った陰顕インクの性質を持った描画材料を作ることが課題であった。
　さらに、極微量で強い呈色反応する材料を用いる、または安価で強い呈色反応する材料
を用い、安価な材料費で製作することのできる陰顕インクの性質を持った描画材料を作る
ことが課題である。
【０００４】
　また、従来のｐＨ変化によるｐＨ指示薬の変色を利用した陰顕インクの分野の画材では
、比較的高いｐＨで発色するフェノールフタレイン（ｐＨ９以上で紅色に発色）やチモー
ルフタレイン（ｐＨ１０以上で青色に発色）が使われているため、発色させた後、紙に含
まれるｐＨ緩衝成分や空気中の炭酸ガス（二酸化炭素）の影響で徐々にｐＨが下がり、発
色が消えてしまうという欠点があった。また、発色させるために、水酸化ナトリウムなど
ｐＨの高いアルカリ性物質を扱う必要があり、高いアルカリ性の物質が皮膚に付着したと
きには肌を荒らすという欠点があった。このため、比較的中性に近い、低いｐＨで変色が
起こり、発色を保つことのできる陰顕インクの性質を持った描画材料を作ることが課題で
あった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであって、［請求項１］では、描画材
料（絵の具と発色剤）の発色基本材料として、次の（１）から（６）の６種類の発色反応
の全てまたは一部を用いることを記載している。
（１）ヨウ化カリウムなどのヨウ化物と、発色剤に含ませた硝酸ビスマス、硫酸ビスマス
、塩化ビスマスなどの三価のビスマス塩とのＢｉＩ４－イオン生成による黄色呈色反応。
（２）黄血ソーダ、黄血カリウムなどのヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩と、発色剤に含ませ
た硫酸鉄（ＩＩＩ）、塩化鉄（ＩＩＩ）、硝酸鉄（ＩＩＩ）などの三価の鉄塩とのヘキサ
シアノ鉄（ＩＩ）酸鉄（ＩＩＩ）（プルシアンブルー）生成による青色呈色反応。
（３）ジメチルグリオキシムと、発色剤に含ませた硝酸ニッケル（ＩＩ）、硫酸ニッケル
（ＩＩ）、塩化ニッケル（ＩＩ）などの二価のニッケル塩との間で発生する紅色錯体生成
による紅色呈色反応。
（４）サリチル酸やサリチル酸ナトリウム、サリチル酸カリウムなどのサリチル酸塩と、
発色剤に含ませた硫酸鉄（ＩＩＩ）、塩化鉄（ＩＩＩ）、硝酸鉄（ＩＩＩ）などの三価の
鉄塩との橙色の呈色反応。本反応は水溶液中では赤紫の呈色反応を与えるが、紙に塗布し
た状態では橙色の呈色反応を与える。
（５）アルミノンと、発色剤に含ませた硫酸鉄（ＩＩＩ）、塩化鉄（ＩＩＩ）、硝酸鉄（
ＩＩＩ）などの三価の鉄塩との紅色の呈色反応。本反応は水溶液中では紫の呈色反応を与
えるが、紙に塗布した状態では紅色の非常に強い呈色反応を与える。なお、アルミノンは



(4) JP 4428564 B2 2010.3.10

10

20

30

40

50

三価のアルミニウム塩との紅色の呈色反応が分析化学の分野で広く利用されているが、呈
色反応としては三価の鉄塩との反応がずっと強い反応を示し、本用途では三価の鉄塩との
反応を利用する。
（６）タンニン酸またはタンニン酸塩と、発色剤に含ませた硫酸鉄（ＩＩＩ）、塩化鉄（
ＩＩＩ）、硝酸鉄（ＩＩＩ）などの三価の鉄塩との灰色または近黒色の呈色反応。本反応
は水溶液中では青紫の強い呈色反応を与えるが、紙に塗布した状態では灰色または近黒色
の呈色反応を与える。
　なお、ヨウ化物、ヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩、ジメチルグリオキシム、サリチル酸、
サリチル酸塩、アルミノン、タンニン酸、タンニン酸塩はお互いに混合しても発色反応を
起こさないため、それぞれを塗布しているときに混じっても発色せず、混合してこれらの
中間色を出すこともできる。
　また、ジメチルグリオキシムと発色剤に含ませた硝酸ニッケル（ＩＩ）、硫酸ニッケル
（ＩＩ）、塩化ニッケル（ＩＩ）などの二価のニッケル塩による錯体、またはアルミノン
と発色剤に含ませた硫酸鉄（ＩＩＩ）、塩化鉄（ＩＩＩ）、硝酸鉄（ＩＩＩ）などの三価
の鉄塩との錯体は同じ紅色を与えるため、紅色の発色にアルミノンを用い、ジメチルグリ
オキシムを用いない場合には、発色剤側の二価のニッケル塩を省略することができる。
　これら（１）から（６）の呈色反応は、それぞれ非常に少ない化合物量で強い発色を得
るもので、使用する絵の具や発色剤の使い方から考えて、化合物濃度が低い状態で使いた
い本用途に適した組み合わせである。また材料を製作する際の経済性も考慮して、少ない
材料または安価な材料で発色を行わせることができ、その結果安価な画材を得ることがで
きる。
【０００６】
　［０００５］の（１）で示したヨウ化物と、三価のビスマス塩とのＢｉＩ４－イオン生
成による黄色呈色反応は、酸性で顕著な呈色を示し、アルカリ性では呈色が非常に薄くな
る。そこで本発明の発色剤はリン酸や希硫酸などの薄い酸を加えて、塗布時に酸性側にな
るように工夫している。しかし紙の材料によっては、紙内部のアルカリ性物質によって呈
色が悪くなりやすく、この発色の劣化を抑えるため、［請求項２］で示したようにチオ尿
素またはジエチルジチオカルバミン酸ナトリウムやジエチルジチオカルバミン酸カリウム
などのジエチルジチオカルバミン酸塩を添加し、チオ尿素と三価のビスマス塩との間で発
生する黄色の呈色反応、ジエチルジチオカルバミン酸塩と三価の鉄塩との間で起こる黄色
の呈色反応を黄色発色の補助反応として利用する。
【０００７】
　［０００５］の（２）で示したヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩は、長期保管により黄変し
やすく、黄変したものを紙に塗布したときには黄色の跡を残す。そこで［請求項３］では
この黄変を防止するための措置として、ヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩水溶液に亜硫酸塩と
、ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウムなどのジエチルジチオカルバミン酸塩の両方ま
たはいずれかを添加する方法を示した。なお、黄変防止には褐色ビンなどの遮光容器に保
存することも有効であることは言うまでもない。
　ジエチルジチオカルバミン酸塩の黄変防止効果は顕著で、一旦黄変したヘキサシアノ鉄
（ＩＩ）酸塩水溶液も、これを加えると無色透明な溶液に戻る。しかし加えすぎるとヘキ
サシアノ鉄（ＩＩ）酸塩と三価の鉄塩との間で起こる青色の反応を妨害し、黄色の呈色反
応によりくすんだ青となるので、使用は少量に留めるか黄変した溶液を無色に戻すために
少量用いる。
【０００８】
　赤色は紅色と黄色を混合して作成するが、これだけでは深みのある赤が出ない。そこで
［請求項４］に示したとおり、黄血ソーダなどのヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩の青色の発
色を補助し、鉄（ＩＩＩ）塩と反応して深みのある青を強く発色させる効果を持ったタイ
ロンを少量添加し、ジメチルグリオキシム－ニッケル塩の紅色と、ヨウ化物－ビスマス塩
との黄色にこの深みのある青を加えることで深みのある赤色を発色させる。
　また、藍色は青に少量の紅を加えることで作成することもできるが、これだけでは深み
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のある藍が出ない。そこで［請求項４］に示したとおり、黄血ソーダなどのヘキサシアノ
鉄（ＩＩ）酸塩の青色の発色を補助し、鉄（ＩＩＩ）塩と反応して深みのある青を強く発
色させる効果を持ったタイロンを少量添加し、ヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩－鉄（ＩＩＩ
）塩の青色にこの深みのある青を加えることで藍を発色させる。
【０００９】
　［０００５］の（３）で示したジメチルグリオキシムと、二価のニッケル塩との紅色錯
体生成による紅色呈色反応は、ジメチルグリオキシムが中性または中性より酸性側では水
に非常に難溶性であることが原因で、若干でもアルカリ性側でないと良い発色を示さない
。そこで、［請求項５］で示したように、発色剤に含まれるニッケル塩との錯体生成反応
を確実に起こさせるための補助材料として、炭酸カリウムなどの水溶性炭酸塩または水酸
化ナトリウムなどの水溶性水酸化物、炭酸カルシウムなどの水に難溶性の炭酸塩の全てま
たはいずれかをジメチルグリオキシムに添加する。発色剤はリン酸や希硫酸などの薄い無
機酸が含まれており酸性であるが、これを塗布したときに絵の具としてのジメチルグリオ
キシムに混合した水溶性炭酸塩や水酸化物や水に難溶性の炭酸塩が酸と反応し、微弱アル
カリ性に保ち、ジメチルグリオキシムが水に不溶性結晶として析出するのを防止し、ニッ
ケル塩と紅色の錯体を生成するのを助ける。なお、炭酸カルシウムなどの水に難溶性の炭
酸塩を用いているのは、ジメチルグリオキシムとヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩を混合して
紫色を発色させるとき、アルカリ性が強くなりすぎると青の発色が悪くなり、紫が出ず紅
色になってしまう現象を防止するためである。また、紅色と黄色を混合して生じさせる赤
色も、アルカリ性に傾くと［０００６］で記載したとおり、黄色の発色が悪くなり紅色に
なってしまうため、この現象も防止する目的が含まれる。
　また、［０００５］の（６）で示したタンニン酸またはタンニン酸塩と、三価の鉄塩と
の灰色または近黒色化合物生成による灰色呈色反応は、中性か弱アルカリ性でないと良い
発色を示さない。そこで、［請求項５］で示したように、発色剤に含まれる三価の鉄塩と
の灰色化合物生成反応を確実に起こさせるための補助材料として、炭酸カリウムなどの水
溶性炭酸塩または水酸化ナトリウムなどの水溶性水酸化物、炭酸カルシウムなどの水に難
溶性の炭酸塩の全てまたはいずれかをタンニン酸またはタンニン酸塩に添加する。
【００１０】
　橙色は紅色と黄色を混合して生じさせることができるが、［０００９］で記載したとお
り、紅と黄色は相反するｐＨ域で良い発色を示すため、ｐＨむらにより紙面上で黄色の強
い橙が発色する部分と紅の強い橙が発色する部分とが発生しがちであり、色むらの原因と
なる。特に、橙は混合比が微妙で、少し紅が強いと赤に、少し黄が強いと黄色になってし
まうため、混合ではなく確実に橙を発色させる材料を用いたほうが安定した発色が期待で
きる。
　［０００５］の（４）で示したサリチル酸塩と三価の鉄塩との橙色の呈色反応はこの目
的で用いるもので、混合せず単独で用いて橙色を与えるために使用する。なお、前述のと
おり本反応は水溶液中では赤紫の呈色反応であるが、紙に塗布した状態では橙色の呈色と
なる。
【００１１】
　発色剤は［０００５］で示した６つの反応、すなわちヨウ化物と三価のビスマス塩との
ＢｉＩ４－イオン生成による黄色呈色反応、ヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩と三価の鉄塩と
のヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸鉄（ＩＩＩ）（プルシアンブルー）生成による青色呈色反応
、ジメチルグリオキシムと二価のニッケル塩との間で発生する紅色錯体生成反応、サリチ
ル酸塩と三価の鉄塩との橙色の呈色反応、アルミノンと三価の鉄塩との紅色錯体生成反応
、タンニン酸またはタンニン酸塩と三価の鉄塩との灰色ないし近黒色の呈色反応を起こさ
せるため、三価のビスマス塩、三価の鉄塩、二価のニッケル塩が含まれた溶液とする。但
し、紅色の発色にアルミノンと三価の鉄塩の反応のみを使用し、ジメチルグリオキシムを
用いない場合、発色剤中の二価のニッケル塩を省略することができる。
　ここで単純にこれらを水に溶解させた溶液とすると、塩基性ビスマス塩が沈殿し、また
紙に塗布したときには鉄（ＩＩＩ）塩から水酸化鉄などの褐色物が析出し、汚い紙面にな
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ってしまう。
　そこで［請求項６］では鉄（ＩＩＩ）塩から褐色の生成物が発生しないようにリン酸を
加えることを定義している。硫酸根や硝酸根が紙の塩類と反応して余剰となった鉄（ＩＩ
Ｉ）塩は、このリン酸と強固に結合して無色のリン酸鉄となり、紙面を褐色に汚すことが
ない。
　また、［請求項７］ではビスマス塩が塩基性ビスマス塩として白色沈殿を生じやすいこ
とを防止する方策として、希硫酸などの無機酸を加えることを記述している。酸性にする
ことでビスマス塩は無色の溶液として溶解し、沈殿を生じない。白色の沈殿となった塩基
性ビスマス塩は、ヨウ化物との黄色イオン生成には寄与しないため、ビスマス塩を沈殿さ
せないようにする必要がある。
　希硫酸などの無機酸は、硝酸、塩酸、リン酸でも可能であるが、硝酸は皮膚などのタン
パク質と反応して茶色に変色させる作用があり、危険性も大きいので避けた方がよい。ま
た、塩酸は塩素イオンを含んでおり、これが鉄（ＩＩＩ）塩と反応した塩化鉄（ＩＩＩ）
は硫酸鉄（ＩＩＩ）より黄色が強いため、紙に塗ったときの色を減らす意味では避けたほ
うがよい。リン酸は多用するとヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸鉄（ＩＩＩ）（プルシアンブル
ー）生成を妨害して青の発色が弱くなるため避けたほうが良い。従ってビスマス塩の沈殿
防止に加える酸としては、希硫酸が最も適しているといえる。希硫酸濃度は例として後述
するが、２％程度の濃度で十分ビスマス塩の沈殿防止効果が期待できる。
【００１２】
　なお、［請求項７］に示したビスマス塩の沈殿防止方法をもってしても、長期保管した
場合少量の白色析出物が発生し、発色作用としては問題のないものであるが、溶液の外観
が悪くなる。そこで、ビスマスはグリセリンに溶解させておき、使用する直前でリン酸、
希硫酸などの酸、鉄（ＩＩＩ）塩、ニッケル（ＩＩ）塩と混合すれば析出物のない状態で
使用できる。この手法は［請求項８］で記載した。
【００１３】
　［０００５］の（５）で示したアルミノンと、三価の鉄塩との紅色錯体生成による紅色
呈色反応は、中性または中性に近い弱酸性または中性に近い弱アルカリ性でないと良い発
色を示さない。そこで、［請求項９］で示したように、補助材料として炭酸水素カリウム
などの水溶性炭酸水素塩または炭酸ナトリウムなどの水溶性炭酸塩、炭酸カルシウムなど
の水に難溶性の炭酸塩の全てまたはいずれかをアルミノンに添加する。発色剤はリン酸や
希硫酸などの薄い無機酸が含まれており酸性であるが、これを塗布したときに絵の具とし
てのアルミノンに混合した水溶性炭酸水素塩や水溶性炭酸塩や水に難溶性の炭酸塩が酸と
反応し、弱アルカリ性に保ち、アルミノンが三価の鉄塩と紅色の錯体を生成するのを助け
る。なお、炭酸水素塩、炭酸塩や炭酸カルシウムなどの水に難溶性の炭酸塩を用いている
のは、アルミノンとヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩を混合して紫色を発色させるとき、アル
カリ性が強くなりすぎると青の発色が悪くなり、紫が出ず紅色になってしまう現象を防止
するためである。特に炭酸水素塩は濃度を上げてもｐＨは８．５程度までしか上昇せず、
本用途には適した材料である。
　アルミノンは水溶液としたとき赤色をしているが、濃度の低い状態で紙に塗布すると色
は目立たなくなり、ヘキサシアノ鉄（ＩＩ）酸塩と混合するとさらに色は薄くなる。
　なお、炭酸水素塩の例としては、前記に記載した炭酸水素カリウムの他に、炭酸水素ナ
トリウム、炭酸水素アンモニウムなどが、水溶性炭酸塩の例としては前記に記載した炭酸
ナトリウムの他に、炭酸カリウム、炭酸アンモニウムなどが、水に難溶性の炭酸塩の例と
しては前記に記載した炭酸カルシウムの他に炭酸マグネシウムなどが適用できる。
【００１４】
　［０００５］の（６）で示したタンニン酸と、三価の鉄塩との灰色または近黒色化合物
生成による灰色呈色反応は、タンニン酸単独では若干青色を帯びているため、灰色または
近黒色をより良く発色させるためには、黄色を示すヨウ化物をタンニン酸に混合すると良
い。
【００１５】
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　［０００５］から［００１４］で発色の基本である黄、青、紅、橙の発色方法と、タイ
ロンを使った赤、藍の発色方法について記述したが、緑色は［請求項１］及び［請求項２
］で示した黄色の発色と［請求項１］及び［請求項３］で示した青色の発色を混合するこ
とで得ることができる。また、紫色は［請求項１］及び［請求項３］で示した青色の発色
と［請求項１］及び［請求項５］または［請求項９］で示した紅色の発色を混合すること
で得ることができる。なお、［０００９］で示したとおり、黄色は弱酸性で良く発色し、
紅色は中性よりもアルカリ性側で良く発色し、青色はアルカリ性が強すぎると発色が悪く
なるという、それぞれ相反する性質があるが、これを抑制して各色を効果的に出すために
［請求項２］、［請求項５］及び［請求項９］の工夫を行っている。
【００１６】
　［０００５］から［００１５］までは金属塩と有色錯体生成などの反応を起こす物質と
の反応を利用した発色方法について、本請求の範囲に関する部分の説明を記載したが、紙
に塗ったときに多少黄色や赤色の発色をしても良いと考える場合には、弱アルカリ性に変
色点を持ち、アルカリ性で黄、青、紅に発色するｐＨ指示薬と弱アルカリ性を示す発色剤
との組み合わせによる発色方法も適用できる。以下［００１６］から［００１８］では、
こうした別の方法があるということについて特許請求項外の方法として記載しておく。
　こうした方法による場合には、たとえば以下のｐＨ８．５程度またはそれ以下の弱アル
カリ性に変色点を持つ次の化合物を組み合わせて、塗布時には非常に薄い塩酸などを加え
てｐＨ７未満の酸性側として黄色または赤色に発色させ、弱アルカリ性の発色剤を塗布し
たときにｐＨ７．５以上のアルカリ性になるようにし、それぞれ強い黄、青、紅色に発色
し、これらを組み合わせて赤橙黄緑青藍紫紅などの各種の色を出現させることができる。
（１）ＢＴＢ　：　ｐＨ７．６以上で黄色／緑色から青色に変色。
（２）ＰＲ　　：　ｐＨ７．５以上で黄色から赤色、　ｐＨ８．４以上で紅色に変色。
（３）ＮＲ　　：　ｐＨ８．０以上で赤色から黄色に変色。
（４）ｐ－ＮＰ：　ｐＨ７．０以上で無色から黄色に変色。
（５）ｍ－ＮＰ：　ｐＨ８．５以上で無色から黄色に変色。
　上記の略号の意味はＢＴＢ：ブロムチモールブルー、ＰＲ：フェノールレッド、ＮＲ：
ニュートラルレッド、ｐ－ＮＰ：ｐ－ニトロフェノール、ｍ－ＮＰ：ｍ－ニトロフェノー
ルである。
　なお、塗布時にｐＨ７未満の酸性とするために加える酸として、非常に薄い塩酸を例示
したが、これは薄いリン酸でも、薄い硫酸でも、薄い硝酸、クエン酸、酢酸、乳酸、酒石
酸、蓚酸などでも適用できるが、乾いたときに酸の大部分が揮発して、絵の具が中性に近
い状態となる塩酸が最も適していると考えられる。
【００１７】
　［００１６］のアルカリ性側の発色で、黄色と紅色を適切な割合で混合することにより
赤色や橙色を発色させることができ、黄色と青色を混合することにより緑色や青緑色を、
紅色と青色を混合することにより藍色や紫色を調整することができる。これらの混合は相
互に反応したり影響を及ぼして発色が悪くなることはない。
【００１８】
　［００１６］、［００１７］で示した絵の具を発色させる弱アルカリ性の発色剤として
は、炭酸カリウムの水溶液が最も適している。炭酸カリウムは食品として使われる「かん
すい」の成分として広く知られており、２％程度と多少濃い水溶液で使用しても、高いア
ルカリ性にはならず、安全性に問題がない。もちろん、目や鼻、耳、傷口などに入れたり
、飲んだりすればアルカリの刺激性により、しみたり、痛みがあるのは当然で、そういっ
た使い方はしてはならない。
　炭酸カリウムの水溶液を、［００１６］、［００１７］で示した絵の具に塗布すると、
ｐＨ８．５以上のアルカリ性となり、［００１６］の（１）から（５）に示した化合物は
全て変色点を過ぎてアルカリ性側の発色となる。時間が経つと、空気中の炭酸ガスの中和
作用により、アルカリ性が下がってくるが、炭酸カリウムは炭酸ガスと反応して炭酸水素
カリウムとなり、ここで吸湿性がなくなって炭酸ガスの吸収が停止する。このときのｐＨ
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は約８．５で、十分アルカリ性側の発色を維持することができるｐＨである。従って経時
変化による色あせが少ない。
　なお、発色剤としては炭酸カリウム水溶液が最も適しているとしたが、炭酸ナトリウム
も同様に適している。水酸化ナトリウムや水酸化カリウムなども適用可能であるが、炭酸
カリウムなどの炭酸塩に比べアルカリ性が強く、推奨できない。また炭酸アンモニウムも
使用できるが、アンモニア臭があるため推奨できない。
　［００１６］に示した化合物に比して、仮に発色化合物としてフェノールフタレインや
チモールフタレインを用いている場合には、これらは炭酸カリウムでは発色させることの
できないｐＨ域に変色点があり、水酸化ナトリウムなどのように、より高いｐＨを示す化
合物を発色剤として使用せざるを得ないが、これは高いアルカリ性のため、より人体への
危険性が高く、皮膚に付着した場合には強く肌を荒れさせる原因となる。また、空気中の
炭酸ガスを吸収してｐＨが下がりやすく、高いｐＨ域での変色点のためすぐに色が消えて
しまう。
【００１９】
　なお、［請求項１］で示した描画材料（絵の具と発色剤）や、［００１６］から［００
１８］で示した特許請求項外の方法としての描画材料（絵の具と発色剤）は、共に描画す
る対象の紙の材質としてｐＨ７．０程度の中性を示すものが最も適している。また、にじ
まないように使用するためには一般にインクジェット紙あるいはフォトプリント紙と呼ば
れている紙のように、吸水性が高く、一旦吸水した水分を再び外部に逃がさない働きを持
った物が適している。
　こうした本考案を適用するに適した紙を自製する場合の要点としては、多孔質で吸水性
が高く過度の酸性にならないバッファ作用を持った炭酸カルシウムの粉末や、吸水性が高
く、一旦吸収した本考案の絵の具を発色剤の塗布により外に逃がさない効果を持った、吸
水ポリマーなどの材料を表面に含ませた紙が最も適している。
【００２０】
　また、絵の具側の材料にも同じ考案を適用することができ、ＰＶＡなどの水溶性高分子
材料を［請求項１］で示した描画材料（絵の具と発色剤）や、［００１６］から［００１
８］で示した特許請求項外の方法としての描画材料（絵の具と発色剤）に溶解させておく
と、絵の具が一旦乾いたとき、発色剤を塗ってもすぐには絵の具材料が流出せず、結果に
じみにくいという効果を与える。
【００２１】
　なお、ＮＲはｐ－ＮＰやｍ－ＮＰ及びＰＶＡ水溶液と混合した場合沈殿が生じやすく、
これを確実に避けるためにはＮＲの溶媒として水やエチルアルコール水溶液の代わりにグ
リセリンまたはグリセリン水溶液を用いることが有効である。
【００２２】
　また、［００１６］から［００１８］で示した特許請求項外の方法としての描画材料（
絵の具と発色剤）は、水に溶かして色水とし、これを酸性またはアルカリ性にすることで
色を変え、この変色を楽しむ玩具や手品の要素をもった教育用材料としての材料を提供す
ることができる。これは先に出願した「ｐＨ指示薬を用いた玩具及びインテリア」（特願
２００４－０６１３１９）の管状の容器に入れるｐＨによって色の変わる指示薬水溶液と
して用いることもできる。安全な弱アルカリ性で３原色及びそこから派生する各種の色を
表すことができるため、特願２００４－０６１３１９の管状の容器に入れる指示薬水溶液
の組成成分として適している。
【発明の効果】
【００２３】
　この発明は、従来の陰顕インクと呼ばれる画材では、発色が鮮やかさに欠け、発色剤を
塗った跡が褐色になり、見た目がきれいでないという欠点を克服するものである。
　また、陰顕インクと呼ばれる画材に紅や黄色に発色する材料がなかったため、いろいろ
な色が作り出せないという欠点があり、紅や黄色に発色する材料を与え、３原色の混合に
よってさまざまな色を作り出すことができるようにするものである。
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【００２４】
　また、従来のｐＨ変化によるｐＨ指示薬の変色を利用した陰顕インクの分野の画材では
、比較的高いｐＨで発色するフェノールフタレインやチモールフタレインが使われている
ため、発色させた後、紙に含まれるｐＨ緩衝成分や空気中の炭酸ガス（二酸化炭素）の影
響で徐々にｐＨが下がり、発色が消えてしまうという欠点があり、発色させるために、水
酸化ナトリウムなどｐＨの高いアルカリ性物質を扱う必要があり、高いアルカリ性の物質
が皮膚に付着したときには肌を荒らすという欠点があった。このため、比較的中性に近い
低いｐＨで変色が起こり、発色剤が空気中の炭酸ガスを吸収しても弱アルカリ性を保ち、
その弱アルカリでも十分アルカリ性側の発色を保つことのできる陰顕インクの性質を持っ
た描画材料や絵の具や塗料を作ることができるようにするものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　本発明を実施するに最良の形態は、紙に絵を描き発色剤で発色させる画材や、手品の性
格を備えた描画材料や、子どもなどに科学を教育する教材として最適である。
【実施例１】
【００２６】
　［請求項１］から［請求項９］で示した絵の具と発色剤を用いた描画材料の実施例を以
下に示す。
　点眼器状の容器１に水１０ｃｃ当たりヨウ化カリウム０．１ｇ、チオ尿素０．０２５ｇ
、ＰＶＡ０．２ｇ、ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウム０．０２５ｇを溶解させ、黄
色発色の絵の具原液１とする。
　点眼器状の容器２に水１０ｃｃ当たり黄血ソーダ０．１ｇ、亜硫酸ナトリウム０．１ｇ
、ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウム０．０１ｇ、ＰＶＡ０．２ｇを溶解させ、青色
発色の絵の具原液２とする。保存は遮光容器内とする。
　点眼器状の容器３に水１０ｃｃ当たりジメチルグリオキシム０．０７ｇ、水酸化ナトリ
ウム０．０５ｇ、炭酸カリウム０．１８ｇ、ＰＶＡ０．２ｇを溶解させ、炭酸カルシウム
微粉末０．２ｇをよく混合して紅色発色の絵の具原液３とする。ジメチルグリオキシムは
予め３ｃｃ程度の水に上記の水酸化ナトリウムを溶かした溶液に溶かし、後で水に薄める
ようにすると良く溶ける。
　点眼器状の容器４に水５ｃｃとエチルアルコール５ｃｃを混合したエチルアルコール５
０％の液体を用意し、ここにサリチル酸０．２ｇを溶解させ、炭酸カルシウム微粉末２．
０ｇを混合し、橙色発色の絵の具原液４とする。
　点眼器状の容器５に水１０ｃｃ当たりタイロン０．２ｇを溶解させ、タイロンの酸化防
止のため０．２ｇの亜硫酸ナトリウムを溶解させ、赤色及び藍色発色のための絵の具発色
補助原液５とする。保存は遮光容器内とする。
　点眼器状の容器６に水１０ｃｃ当たり炭酸カルシウム微粉末４．０ｇを混合し、赤色及
び藍色発色のための絵の具発色補助原液６とする。
　点眼器状の容器７に水１００ｃｃ当たりリン酸０．２６ｇ、硫酸２．０ｇ、硫酸鉄（Ｉ
ＩＩ）０．６６ｇ、硝酸ニッケル（ＩＩ）０．６６ｇを溶解させ発色剤原液７とする。硫
酸鉄（ＩＩＩ）は溶けにくいが、少し暖めて十分攪拌していると完全に溶解する。
　点眼器状の容器８にグリセリン１００ｃｃを準備し、硝酸ビスマス（ＩＩＩ）４．０ｇ
を溶解させ、発色剤原液８とする。硝酸ビスマス（ＩＩＩ）は溶けにくいが、少し暖めて
十分攪拌していると完全に溶解する。
【００２７】
　　以下の割合で［００２６］で作成した原液１から原液６を混合して、それぞれ１赤、
２橙、３黄、４緑、５青、６藍、７紫、８紅の絵の具とする。原液６は混合して放置する
と若干発色するため、塗布する直前で混合したほうが良い。
　　　　原液１　　原液２　　原液３　　原液４　　原液５　　原液６　単位［ｃｃ］
１赤　　１．１　　　　　　　１．１　　　　　　　０．５５　０．５５
２橙　　　　　　　　　　　　　　　　　３．３
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３黄　　３．３
４緑　　２．６　　０．７
５青　　　　　　　３．３
６藍　　　　　　　２．４　　　　　　　　　　　　０．５　　０．４
７紫　　　　　　　１．７　　１．６
８紅　　　　　　　　　　　　３．３
【００２８】
　以下の割合で［００２６］で作成した原液７から原液８を混合して、絵の具の発色剤９
とする。
　　　　　　　　原液７　　原液８　　　単位［ｃｃ］
発色剤９　　　　３．０　　１．０
【００２９】
　市販のインクジェット紙など、吸水性が良く、一旦吸水したインクを再び外に流しにく
い用紙に［００２７］で作成した絵の具を塗る。１赤から８紅はお互いに混ぜ合わせて、
違った色を出す工夫をしても良い。普通紙でも発色するが、発色のさえない紙などがあり
、発色剤を塗る際ににじみやすいので、インクジェット紙が適している。
　塗った絵の具が乾いたら、［００２８］で作成した発色剤９を塗ると、各色が発色して
当初意図した絵が現れる。発色剤９の塗布は、はけなどを使い、液は付けすぎず、少なす
ぎず、ゆっくりとしみ込ませながら塗ると良い発色を示す。
　なお、インクジェット紙としては、発明者の経験では以下のメーカから出しているもの
が相性が良く、にじみが少なく、発色が鮮やかで、描画した後あるいは発色剤を塗布した
跡の痕跡が薄く、良い特性を示した。
（１）コニカ社　　　　インクジェット用紙　ＫＩＫ１００Ａ４ＳＨＭ
（２）コニカ社　　　　インクジェット用紙　ＫＩＫ１００Ａ４ＳＨ
（３）ＡＰＩＣＡ社　　インクジェット用紙　ＷＰ７１２
（４）エプソン社　　　インクジェット用紙　ＫＡ４２５０ＮＳＦ
（５）コクヨ社　　　　インクジェット用紙　ＫＪ１２１０Ｎ
（６）サンワサプライ　インクジェット用紙　ＪＰ－ＤＦ－１２０
（７）ビクターＪＶＣ　インクジェット用紙　ＰＦ－Ｆ１１０Ａ４Ｆ
（８）フジフィルム社　インクジェット用紙　ＨＡ４５０
（９）フジフィルム社　インクジェット用紙　ＳＡ４１００
　特に（１）のコニカ社のものが良い特性であった。他にも各社のフォトプリント紙や光
沢紙は更に良い特性を示すが、紙の単価が高く、本絵の具の用途に用いるにはインクジェ
ット紙程度の吸水性があれば十分目的を達する。
【実施例２】
【００３０】
　［請求項１］から［請求項９］で示した絵の具と発色剤を用いた描画材料に於いて、ア
ルミノンを用いて発色剤から二価のニッケル塩を省略し、またタンニン酸またはタンニン
酸塩を用いて灰色または近黒色を発色させた実施例を以下に示す。［実施例１］では紅色
の発色にジメチルグリオキシムを用いたため、発色剤にニッケル塩を含有させる必要があ
ったが、この場合にはニッケル塩は不要である。
　点眼器状の容器１に水１０ｃｃ当たりヨウ化カリウム０．１ｇ、チオ尿素０．０２５ｇ
、ＰＶＡ０．２ｇ、ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウム０．０２５ｇを溶解させ、黄
色発色の絵の具原液１とする。
　点眼器状の容器２に水１０ｃｃ当たり黄血ソーダ０．１ｇ、亜硫酸ナトリウム０．１ｇ
、ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウム０．０１ｇ、ＰＶＡ０．２ｇを溶解させ、青色
発色の絵の具原液２とする。保存は遮光容器内とする。
　点眼器状の容器３に水１０ｃｃ当たりアルミノン０．２ｇ、ＰＶＡ０．２ｇを溶解させ
紅色発色の絵の具原液３とする。
　点眼器状の容器４に水５ｃｃとエチルアルコール５ｃｃを混合したエチルアルコール５
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０％の液体を用意し、ここにサリチル酸０．２ｇを溶解させ、炭酸カルシウムの微粉末２
．０ｇを混合し、橙色発色の絵の具原液４とする。
　点眼器状の容器５に水１０ｃｃ当たりタイロン０．２ｇを溶解させ、タイロンの酸化防
止のため０．２ｇの亜硫酸ナトリウムを溶解させ、赤色及び藍色発色のための絵の具発色
補助原液５とする。保存は遮光容器内とする。
　点眼器状の容器６に水１０ｃｃ当たり炭酸カルシウム１．７ｇを混合し、紅色発色のた
めの絵の具発色補助原液６とする。
　点眼器状の容器７に水１００ｃｃ当たりリン酸０．３５ｇ、硫酸２．８ｇ、硫酸鉄（Ｉ
ＩＩ）１．１ｇを溶解させ発色剤原液７とする。硫酸鉄（ＩＩＩ）は溶けにくいが、少し
暖めて十分攪拌していると完全に溶解する。
　点眼器状の容器８にグリセリン１００ｃｃを準備し、硝酸ビスマス（ＩＩＩ）４．０ｇ
を溶解させ、発色剤原液８とする。硝酸ビスマス（ＩＩＩ）は溶けにくいが、少し暖めて
十分攪拌していると完全に溶解する。
【００３１】
　　以下の割合で［００２７］で作成した原液１から原液６及び水を混合して、それぞれ
１’赤、２’橙、３’黄、４’緑、５’青、６’藍、７’紫、８’紅の絵の具とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位［ｃｃ］
　　　　　原液１　　原液２　　原液３　　原液４　　原液５　　原液６　　　水
１’赤　　１．０　　　　　　　０．３３　　　　　　０．５　　１．０　　０．４７
２’橙　　　　　　　　　　　　　　　　　３．３
３’黄　　３．３
４’緑　　２．６　　０．７
５’青　　　　　　　３．３
６’藍　　　　　　　２．８５　　　　　　　　　　　０．４５
７’紫　　　　　　　１．３　　０．５　　　　　　　　　　　　１．０　　　０．５
８’紅　　　　　　　　　　　　０．５　　　　　　　　　　　　１．０　　　１．８
　１’赤及び６’藍は塗布する直前で、炭酸カルシウム微粉末を２．０ｇを混合する。混
合して放置すると若干発色するため、塗布する直前で混合したほうが良い。
　また、０’黒を次の割合で試薬を混合して作成する。すなわち０’黒は水３．３ｃｃに
ヨウ化カリウム０．００６６ｇ、タンニン酸０．０４ｇを溶解させる。
【００３２】
　以下の割合で［００３０］で作成した原液７から原液８を混合して、絵の具の発色剤９
’とする。
　　　　　　　　原液７　　原液８　　　単位［ｃｃ］
発色剤９’　　　３．０　　１．０
【００３３】
　市販のインクジェット紙など、吸水性が良く、一旦吸水したインクを再び外に流しにく
い用紙に［００３１］で作成した絵の具を塗る。１’赤から８’紅及び０’黒はお互いに
混ぜ合わせて、違った色を出す工夫をしても良い。普通紙でも発色するが、発色のさえな
い紙などがあり、発色剤を塗る際ににじみやすいので、インクジェット紙が適している。
　塗った絵の具が乾いたら、［００３２］で作成した発色剤９’を塗ると、各色が発色し
て当初意図した絵が現れる。発色剤９の塗布は、はけなどを使い、液は付けすぎず、少な
すぎず、ゆっくりとしみ込ませながら塗ると良い発色を示す。
　なお、インクジェット紙としては、［００２９］で示したものと同様のものが良い特性
を示した。
【００３４】
　なお、特許請求項外の方法としての描画材料として［００１６］から［００１８］で示
した絵の具と発色剤を用いた描画材料の場合の実施例について、本特許請求との比較のた
め以下にその内容を［００３４］から［００３８］に示す。
　点眼器状の容器Ａに２０％のエチルアルコール水溶液を１０ｃｃ用意し、ＢＴＢを０．
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０２ｇ溶解させる。これを青色発色の絵の具原液Ａとする。
　点眼器状の容器Ｂに５０％のエチルアルコール水溶液を１０ｃｃ用意し、ＢＴＢを０．
０６ｇ溶解させる。これを青色発色の絵の具原液Ｂとする。
　点眼器状の容器Ｃに２０％のエチルアルコール水溶液を１０ｃｃ用意し、ＰＲを０．０
２ｇ溶解させる。これを紅色発色の絵の具原液Ｃとする。
　点眼器状の容器Ｄに水を１０ｃｃ用意し、ＮＲを０．０２ｇ溶解させる。これを黄色発
色の絵の具原液Ｄとする。
　点眼器状の容器Ｅに水を１０ｃｃ用意し、ｐ－ＮＰを０．０５ｇ溶解させる。これを黄
色発色の絵の具原液Ｅとする。
　点眼器状の容器Ｆに５０％のエチルアルコール水溶液を１０ｃｃ用意し、ｐ－ＮＰを０
．２ｇ溶解させる。これを黄色発色の絵の具原液Ｆとする。
　点眼器状の容器Ｇに２０％のエチルアルコール水溶液を１０ｃｃ用意し、ｍ－ＮＰを０
．０５ｇ溶解させる。これを黄色発色の絵の具原液Ｇとする。
　点眼器状の容器Ｈに５０％のエチルアルコール水溶液を１０ｃｃ用意し、ｍ－ＮＰを０
．２ｇ溶解させる。これを黄色発色の絵の具原液Ｈとする。
　点眼器状の容器Ｉに水を１００ｃｃ用意し、ＰＶＡを４．０ｇ、３５％塩酸０．５ｃｃ
を溶解させる。これを絵の具の薄め液原液Ｉとする。
　点眼器状の容器Ｊにグリセリンを１０ｃｃ用意し、これを絵の具の薄め液原液Ｊとする
。
【００３５】
　　以下の割合で［００３４］で作成した原液Ａから原液Ｊを混合して、それぞれイ赤、
ロ橙、ハ黄、ニ緑、ホ青、ヘ藍、ト紫、チ紅の絵の具とする。原液Ｃは１０ｃｃでは不足
するが、同じものを用意するか割合を同じにして２０ｃｃ作成しておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位［ｃｃ］
　　　　　原液Ａ　原液Ｂ　原液Ｃ　原液Ｄ　原液Ｅ　原液Ｆ　原液Ｉ　原液Ｊ
イ赤　　　０．６　　　　　４．４　　　　　１．０　　　　　４．０
ロ橙　　　　　　　　　　　　　　　６．０　　　　　　　　　４．０
ハ黄　　　　　　　　　　　　　　　１．５　４．５　　　　　　　　　４．０
ニ緑　　　　　　　２．２　　　　　　　　　２．３　１．５　４．０
ホ青　　　５．５　０．５　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０
ヘ藍　　　　　　　４．５　１．５　　　　　　　　　　　　　４．０
ト紫　　　１．４　０．６　４．０　　　　　　　　　　　　　４．０
チ紅　　　　　　　　　　　６．０　　　　　　　　　　　　　４．０
　イ赤、ニ緑、ホ青、ヘ藍、ト紫、チ紅は上記の状態では、酸性の発色として黄色を、ロ
橙、ハ黄は酸性の発色として赤色をしている。ロ橙、ハ黄を酸性で赤色の調合としたのは
、発色前と発色後の色が同じ系統であるため、おもしろみに欠けると考え、黄色ではない
系統の色になるように調整したためである。発色前には非常に薄い黄色で、発色後に橙ま
たは濃い黄色となるように調合したものが、次に記すロ’橙’、ハ’黄’の絵の具である
が、発明者の経験では前記ロ橙、ハ黄の調合の方が色変化がはっきりしており、おもしろ
みがあるように考える。
　ロ’橙’、ハ’黄’の調合方法の一例としては、以下のように実施する。次の割合で［
００３４］で作成した原液Ｃ、Ｇ、Ｈ、Ｉを混合して、それぞれロ’橙’、ハ’黄’の絵
の具とする。
　　　　　　原液Ｃ　原液Ｇ　原液Ｈ　原液Ｉ
ロ’橙’　　１．０　３．０　２．０　４．０
ハ’黄’　　　　　　４．０　２．０　４．０　
【００３６】
　水１００ｃｃに炭酸カリウム２．０ｇを溶解させた水溶液を用意し、これを絵の具の発
色剤リとする。
【００３７】
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　市販のインクジェット紙など、吸水性が良く、一旦吸水したインクを再び外に流しにく
い用紙に［００３５］で作成した絵の具を塗る。イ赤からチ紅、ロ’橙’、ハ’黄’はお
互いに混ぜ合わせて、違った色を出す工夫をしても良い。普通紙でも発色するが、発色の
さえない紙などがあり、発色剤を塗る際ににじみやすいので、インクジェット紙が良い。
　塗った絵の具が乾いたら、［００３６］で作成した発色剤リを塗ると、各色が発色して
当初意図した絵が現れる。発色剤リの塗布は、はけなどを使い、液は付けすぎず、少なす
ぎず、ゆっくりとしみ込ませながら塗ると良い発色を示す。
　なお、インクジェット紙としては、（１）、（２）のコニカ社のものが塗ったときの色
合い、発色したときの色の鮮やかさ、変色の差の違いがはっきりしていると感じたが、各
メーカから出しているものに大きな差はなかった。
（１）コニカ社　　　　インクジェット用紙　ＫＩＫ１００Ａ４ＳＨＭ
（２）コニカ社　　　　インクジェット用紙　ＫＩＫ１００Ａ４ＳＨ
【００３８】
　なお、［００３４］及び［００３５］で示した指示薬の組み合わせは、弱アルカリ性で
もアルカリ性側の鮮やかな発色を示すため、水に溶かして色水とし、このｐＨを変えるこ
とにより様々の色を出現させる手品の要素を持った玩具として使用することも可能である
。また、例えば先に出願した「ｐＨ指示薬を用いた玩具及びインテリア」（特願２００４
－０６１３１９）の管状の容器に入れるｐＨによって色の変わる指示薬水溶液として用い
ることもできる。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明は、見えないインク、陰顕インクと呼ばれる画材や塗料の分野において、各種の
色を与え、空気中の炭酸ガスの作用によっても色あせしにくい材料を与えることで、家庭
などで簡単かつ鮮やかな色彩で絵を発色させることができ、これを実演することで子供な
どに化学反応などへの興味を持たせ、これを教育することに役立てる教育素材としての適
用が可能である。また、発色する画材そのものとしても豊富な色合いと色あせしにくい特
性から有効に利用することができる。
　また材料を製作する際の経済性も考慮しており、少ない材料または安価な材料で発色を
行わせることができる呈色反応と材料を利用しており、その結果、本発明を適用すること
により、安価な画材を得ることができる。
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